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■背 景 
 九州大学では平成 18 年度以降、様々な女性研究者向け支援策を実施し、大学が運営する 3 つの

保育施設の開設が決定するなど、女性研究者の働きやすい環境を整えつつあります。また、女性教

員数増加に向け、平成 18 年 11 月に「九州大学の男女共同参画推進について」を策定し、女性教員

比率を約 9％（当時）から平成 22 年 3 月までに 1.5 倍の 13％に引き上げる目標を立てました。し

かし現状では女性教員採用数を上回る他研究機関への転出や転職のため、却って比率は減少する傾

向にあります。この問題への対処は部局単独では難しいため、大学全体として女性教員増加・定着

策を検討する必要がありました。 
 一方、第三期科学技術基本計画（平成 18～22 年）では女性研究者の活躍促進、特に自然科学分

野における女性研究者比率の数値目標（25%）が明示されました。しかし、これも達成には程遠い

状況であるため、特に理学・工学・農学分野の女性教員を増加させる施策を各大学で実施する「女

性研究者養成システム改革加速」事業が平成 21 年度文部科学省科学技術振興調整費の新規プログ

ラムとして開始されました。全国の 17 大学・研究機関から提案があり、本学を含む 5 大学が採択

され、科学技術総合推進費補助金（以下「補助金」）を受けて各大学が独自の取組みを実施するこ

ととなりました。本学では早速 7 月 3 日付けで女性に限定した教員公募を開始しました。 
（公募ホームページ：http://www.srp.kyushu-u.ac.jp/wrp_home/index.html） 
 
■内 容 
 理学・工学・農学系部局において女性に限定した教員公募を行い（「男女雇用機会均等法」第 8
条（女性労働者に係る措置に関する特例）の規定参照）、一次審査で部局における推薦候補者を決

定するとともに推薦候補者の採用・養成計画を策定します。本学研究戦略委員会（外部有識者を含

む）において部局からの採用・養成計画の審査及び推薦候補者に対する面接審査を実施し、採用候

補者を最終的に選出します。このように部局間の競争を促すことでより優秀な女性教員の採用を可

能とします。本公募で採用された女性教員が転出・退職したあともそのポストには必ず女性教員を

採用することとし、女性教員数の確実な増加につなげていきます。 
また、平成 19 年度に設置した「女性研究者支援室」を拡充・改組した「女性研究者キャリア開

発センター」が中心となり、今回の公募で採用する者も含めた女性教員に対して、国際学会参加旅

費の補助を行うほか、各種セミナーの開催等、研究者としてのスキルアップにつながるキャリア開

発をサポートします。 
 
 

女性教員増に向け、女性に限定した教員公募を開始 

概 要 九州大学では女性教員増を目指し、女性に限定した教員公募を実施します。大学全体

で年間 7～8 名程度が対象です。本公募は平成 21 年度文部科学省科学技術振興調整費『女性研

究者養成システム改革加速』事業に採択されたプログラムの一環として実施するものです。ま

ず理学、工学、農学分野から公募を開始し、その後他の分野で女性教員比率の低い部局に広げ

ていく予定です。また女性教員の活躍促進に向け「女性研究者キャリア開発センター」を設置

し、環境整備とキャリア開発をサポートします。 



 
〔期  間〕 

補助金による支援期間 5 年間に加え、大学独自予算によりさらに 5 年間継続して、計 10 年間

を予定しています。 
 
〔参加部局〕 
  補助金により実施：理学・工学・農学分野で女性教員比率 6％未満の部局 
    大学院理学研究院、大学院数理学研究院、大学院工学研究院、大学院システム情報科学研究院、

大学院総合理工学研究院、大学院農学研究院、応用力学研究所、先導物質化学研究所 
   大学独自予算で実施：上記を除く女性教員比率 10%未満の部局 
    大学院人文科学研究院、大学院経済学研究院、大学院比較社会文化研究院、大学院薬学研究院、

大学院芸術工学研究院 
 
■効 果 
女性教員数が確実に増加すること、及び女性研究者支援やスキルアップにつながる施策を企画・

実施することで、本学は「女性が活躍出来る研究機関」であることをアピールし、全体としての女

性研究者比率の増加が継続して期待できます。 

 
■今後の展開 
 女性に限定した教員公募を毎年一定数実施し、ポスト確保を継続していくことで、女性教員数を

確実に増加させます。また、部局間の競争方式を取り入れることで、より優秀な女性教員の採用に

向け各部局の努力を促すことができます。本九大方式による採用方法を継続することで、現在の女

性教員比率は 5 年で 10%に、10 年で平成 18 年度時点での目標である 13%に達する見込みです。 
 

【参考情報】 

平成 21 年度科学技術振興調整費「女性研究者養成システム改革加速」事業 採択機関 

         京都大学、 九州大学、 東京農工大学、 東北大学、 北海道大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

【お問い合せ】 
研究戦略企画室 准教授 上瀧 
電話：０９２－６４２－４３６９ 
FAX：０９２－６４２－３８６９ 
Mail：office@srp.kyushu-u.ac.jp 


